
◎
自
主
防
災
組
織
と
は
？

　
住
民
が
地
域
ご
と
に
団
結
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
主
的
に
防

災
活
動
を
行
う
た
め
の
集
ま
り
で

す
。

◎
な
ぜ
、
自
主
防
災
組
織
が
必
要

な
の
？

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
被
害
は
同
時
多
発
的
に
発
生

し
ま
す
。
消
防
署
な
ど
の
防
災
機

関
や
行
政
な
ど
で
は
十
分
な
対
応

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
住
民
が
協
力

し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
復
興
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
救

出
さ
れ
た
人
た
ち
の
多
く
が
、
近

所
の
人
々
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と

い
う
報
告
が
あ
り
、
自
主
的
な
住

民
組
織
の
有
効
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
自
主
防
災
組
織
は
ど
う
や
っ
て

つ
く
れ
ば
い
い
の
？

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
住

民
が
組
織
結
成
に
合
意
し
、
規

約
、
組
織
、
活
動
内
容
を
定
め
る

こ
と
で
成
立
し
ま
す
。

　
地
理
的
条
件
や
生
活
環
境
か
ら

見
て
、
地
域
と
し
て
一
体
性
を
有

す
る
大
き
さ
が
も
っ
と
も
効
果
的

に
活
動
で
き
る
規
模
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
自
治
公

民
館
単
位
で
結
成
す
る
こ
と
が
最

適
で
す
。

　
現
在
、
全
国
で
自
主
防
災
組
織

の
発
足
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
町

で
は
、
平
成
21
年
度
を
「
自
主
防

災
組
織
発
足
促
進
強
化
年
度
」
と

定
め
、
町
内
の
自
主
防
災
組
織
の

発
足
を
促
進
し
ま
す
。

　
昨
年
度
末
か
ら
、
説
明
会
を
実

施
し
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

の
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地
域
で
も
自

主
防
災
組
織
を
発
足
し
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　
（
東
分
遣
所
内
）
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自主防災組織の役割
　平常時には、地震や洪水のハザードマップな
どを使って防災知識の習得や、防災用資材の整
備、人命救助訓練、初期消火訓練といった災害
に備える活動に取り組みます。
　災害時には、人命を守り、災害の拡大を防ぐ
活動をします。救出活動や避難誘導、初期消火
活動、情報の収集や伝達、応急手当などを地域
のみんなで力を合せて行います。

共助 主体は自主防災組織です。地域の安全は
地域で守ろうと、地域の連帯感を基に、
地域のみんながお互いに助け合って守る
ことです。

救命講習
川床下自主防災会が、心肺蘇生法やＡＥＤの使
用方法などを阿久根地区消防組合職員から指導
を受ける。

長島町防災マップ

住民の生命を守る３つの助
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